
 

  

１２月８日木曜日 

あけましておめでとうございます 

 旧年中は、生涯学習の推進ならびにセンターいちのみやの運営につきまして、格別のご理解・ご

協力を賜り、心よりお礼申し上げます。 

酉年というと、「大きく羽ばたく」とか「飛び立つ」というようなイメージがありますが、「生涯

学習」は身近なところからの出発だと思っております。日常生活の中のちょっとしたことで学びと

出会い、自らを高める目的が生まれ、学びを伝える喜びへとつながっていく。そのような一人一人

の学びが、ひとをつくり、まちをつくっていきます。 

 わたしたち職員一同、微力ではありますが、みなさんの学びのきっかけづくりのお手伝いができ

るよう、この一年、先ずはしっかりと足元を固め、取り組んでいきたいと考えております。 

 最後になりましたが、みなさんにとって、より一層素晴らしい飛躍の年となりますよう祈念いた

しまして、新年のあいさつとさせていただきます。 

平成２９年１月   一宮生涯学習事務所職員一同 

 

岩本隊員は平成２８年の９月に千種町に着任されたばかりで、閉校した千種東小学校

を利用した「たかのす東小学校」で、地元の人たちと宿泊可能な施設としての利用やイ

ベントの企画・運営に向けた活動をされています。 

いわみ学園１２月講座 

１２月講座では、それぞれ宍粟市に赴任してから今日まで活動してきて感じたこと、体験したことなどをお話していただ

きました。そのなかで宍粟市の良い面として、４人全員が口を揃えて言われたのが、①宍粟市には素晴らしい自然が

いっぱいある。②宍粟市にはおいしい食べ物がたくさんある。③宍粟市の人はみんな温かくて優しい。という点を挙げ

られました。マイナス面としては、①交通の便が悪い。②「宍粟市はこうだ」とアピールするポイントを決めかねている。

③情報量が少ない。④当たり前過ぎて、宍粟市の良いところに皆が気が付いていないので、生かし方が分かっていな

い。という点を挙げられました。また、「都会と田舎に住んでいる人の考えのズレなどを改善していけたら、もっと宍粟

市を盛り上げることができるのではないか。」というように、宍粟市の改善すべき点を伝えてくださいました。 

「私たち宍粟市民に何ができるのか」ということのヒントをいただいたように思います。 

樋口隊員も波賀を拠点に、森林セラピーガイドや、市内で行われるイベントの企画・

運営、自然散策をして宍粟市内の風景を写真に収め、PR活動をされています。 

加藤隊員は波賀を拠点として、森林セラピーガイドや、いきいき百歳体操で地域の健
康づくりに取り組むとともに、移住相談の業務にも従事されています。 

飯塚隊員は山崎の「国見の森」を拠点として、観光ルートの開拓や、イベントチラシの配布、

観光の PR などを中心に活動されています。 

地域おこし協力隊は全国各地に居られま

すが、現在、宍粟市では４人の地域おこし

協力隊が活動しておられます。 



 

  

おはなしのじかん 

楽しい落語 

１２月９日、センターいちのみやで、視覚に障がいのある人を対象とした社会学級「しそう青い鳥

学級第４回講座」が行われました。子育てをしながらハンドベルをされている波賀のママさんグ

ループ、Mammy Bell(マミーベル)のみなさんに、「ふるさと」や「クリスマスメドレー」などを演奏し

ていただきました。また、ハンドベルに合わせて一緒に歌ったり、実際にハンドベルを触ってみ

て体験もしました。学級生は交替しながら「きらきらぼし」を練習しました。 

お昼ごはんを食べ終わると、学級生のみなさんがハンドベルの置いてあるテーブルに集まって

来て、練習をした「きらきらぼし」の演奏が始まり、急遽 Blue Bird Bell（ブルーバードベル）が結

成されました。演奏後は、会場から大きな拍手がおこりました。また、一宮生涯学習事務所の職

員も、仕事終わりに練習をしてきたハンドベルで「カントリーロード」を披露しました。自分たちは

何の曲を演奏しているのか分かっているのですが、会場から「今の何の曲？」と言われた時に

はガックリしましたが、くじけずに頑張りました。午後からは、センターいちのみや図書室の尾﨑

司書による「おはなしのじかん」で、冬にちなんだおはなしと詩の朗読をしていただきました。静

かな中でのおはなしの雰囲気と物語の内容に、みなさん感動しておられました。 

午後の第２部では、山崎にお住まいの溝口妙子さんに、介護認定を題材に、黄門様や助さん格

さんが登場する創作落語をしていただき、会場は大爆笑の渦に包まれました。看護師としての

立場から、健康的な冬の過ごし方のおはなしや、冬のことわざや慣用句などについてのおはな

しもしていただきました。 

また、学級生の方から、『田舎になればなるほど人通りが少なく、道に迷ったり、どの方向を向い

ているのかが分からなくなって困ることがあります。そんな光景に出会った時にはぜひ「どこへ

行かれていますか？」とか「なにかお手伝いすることはありませんか？」というように声をかけて

くださると助かります。』とおっしゃっていました。みなさん、よろしくお願いします。 

冬の健康管理のおはなしと 



 

  
姫路を拠点に活動しておられる、高山真純さん

に「日本一周～車中泊ひとり旅～ オカリナ×

ピアノコンサート」と題して講演していただき

ました。前半は、日本一周での体験談や印象に

残ったことなどをお話いただきました。後半

は、ピアニストの岡本由加子さんとともにオカ

リナとピアノの演奏をしていただきました。 

「日本一周を車でしてみたい。」と思ったきっかけや、日本一周を決意するまでの心境、旅先での

おいしい食べ物の写真や車の中での生活状況などをお聴きしました。2006 年の春に旅をスター

トして、九州から北海道まで約 3 ヶ月をかけて一周されたそうです。トータルの走行距離はなん

と、赤穂から富士山を 12 往復するくらいの距離だったそうです。旅を続けていくなかで出会っ

た人たちとのエピソードや、家族への感謝の気持ちなどをお話してくださいました。「旅をして今

でも忘れられない場所があります。それは東日本大震災で被害の大きかった地域です。少しでも

持ち主の元へ返るようにと、道端に並べてあったぬいぐるみや、生活で使っていたであろう色々

な品物。それを目の当たりにした時、とても優しさにあふれていると感動しました。旅での体験

をとおして、家族への感謝や人の温かさを知ることができました。また、旅先で出会った人とは

今でも連絡を取り合っています。もう一度東北地方に行きたい。なぜなら、日本の心を感じられ

る場所だから。」と話されていたのが印象的でした。 

後半は、高山真純さんのオカリナと、岡本由加子さんのピアノによる演奏です。はじめに「上を

向いて歩こう」を演奏してくださいました。次に、音の違いを知ってほしいと、２種類のオカリ

ナを使って「ふるさと」を演奏されました。学園生のみなさんは「全然音が違うなぁ」と興味津々

で聴いておられました。最後は、お椀型の珍しいオカリナや、インディアンフルート、3 種類の

オカリナを使い分けて、クリスマスソングメドレーも披露してくださいました。 

講演が終わってからも、「高山さんが行かれた場所や旅のことなどについて、もっと詳しく教えて

欲しい。」と、たくさんの学園生からの問いかけに、優しい笑顔で対応してくださっていました。 
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1　 月 ／が休館日です

９：００～２２：００

《 図書室 》

９：００～１７：００

《 貸　館 》

【休館日】月曜日・祝日 

※月曜日が祝日の場合は、 

翌火曜日も休館となります。 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

2　 月 ／が休館日です

書  名 著 者 名 書 名 著 者 名 

夜明けまで眠らない 大沢 在昌 最後の秘境東京藝大 天才たちのカオスな日常 二宮 敦人 

エチュード春一番 第二曲 荻原 規子 世界でいちばん素敵な夜空の教室 多摩六都科学館 

我ら荒野の七重奏 加納 朋子 町の金型屋、世界へ 脱･下請けのストーリー 松本 芙未晃 

沈 黙 法 廷 佐々木 譲 暮らし上手のビン、カゴ、布            

クラッシュマン 柴田 哲孝 本当に正しい鳥獣害対策Ｑ＆Ａ 江口 祐輔 

脇坂副署長の長い一日 真保 裕一 犬の家庭医学 最新版 共立製薬 

よるのばけもの 住野 よる 星野道夫 風の行方を追って 湯川 豊 

土 の 記 (上･下) 髙村 薫 正しい日本語どっち？５００ 瀬崎 圭二 

黒 い 紙 堂場 瞬一 九十歳。何がめでたい 佐藤 愛子 

まことの華姫 畠中 恵 賢女の極意 人生がきっと変わる!126 の言葉 林 真理子 

草花たちの静かな誓い 宮本 輝 スーパービジュアル恐竜図鑑 小林 快次 

慈  雨 柚月 裕子 世界の生物 No.1 事典 強い!速い!大きい! 今泉 忠明 

 

◆◇ 移動図書館“ささゆり号”◇◆  

1 月２１日（土）  

２月１８日（土）  ※毎月第３土曜日 
場所 神戸学童 三方げんき学童 センター繁盛 

時間 
9時 15分～ 

9時 45分 

10時10分～ 

 10時40分 

11 時～  

15 時 

気象状況（大雪警報発令や積雪等）により、運行中止

となる場合があります。その場合は、ページング放送

でお知らせします。 

運行状況により、予定時間が前後することがあります。 

事前に読みたい本などをご連絡くだされば、当日お持

ちいたします。お気軽にご相談ください。 

電話 72-0090  FAX 72-0541 

えほんのじかん 

日時：1 月 2９日（日） 

午前 10 時 30 分～１１時 

場所：センターいちのみや 

お子さんを対象とした絵本の読みきかせを

します！ 

申し込みはいりませんが、時間に遅れない

ようお越しください。 


